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「高千穂郷」通信
神話伝説の山里 たかちほごう つうしん

～高千穂高校の沿革～

１９１７年 西臼杵郡立農学校として創立
１９４８年 宮﨑県立高千穂高等学校が発足
１９５７年 体育館が完成する
１９７１年 宮尾野農場が開設される
２０１７年 高千穂高校創立１００周年

１０月２８日（土）に、高千穂高校において創立１００周年記念式
典が行われました。高千穂高校の在校生や保護者、教職員や卒業生な
ど多くの関係者が、百周年という節目を盛大に祝いました。

式の冒頭には、高千穂高校のこれまでのあゆみが写されたモノクロ
の写真などが映し出され、映像で学校の歴史を振り返りました。
山口博範校長は、関係者の皆様方への感謝とともに、歴史ある母校

への「誇り」と「愛着」を持って欲しいと呼びかけました。

生徒会長の黒木栞さん（普通科２年生）は、先輩方が百年で築かれ
た伝統は大きな財産だと話し、少子高齢化が進む中で、地域において
自分たちに何ができるのかを考えていきたいとの思いを述べました。

高千穂高校創立100周年記念式典・記念祝賀会
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午後は、JILLEさん、JABBERLOOPの長友誠さんらによる
記念ライブが行われ、会場が一体となって盛り上がりました。

高千穂高校は、「大道を歩む～鍛錬・協調・奉仕～」を校訓
に、文武両道の学校として、礼法指導にも力を入れており、こ
れからも地域から大切にされる学校として、益々の発展が期待
されます。



畜産研修会及び体系的農家研修の実施

９月２８日（木）に高千穂家畜市場で、畜産農家や関係機関を
対象とする畜産研修会及び体系的農家研修が開催されました。

研修では、県農業経営支援課の大山主査から「エサ作りから始
める和牛の栄養管理」と題して、栄養管理の基礎であるエサ作り
の注意点やそのポイントについて分かりやすい説明がありました。
また、普及センターの原田主任技師から「母牛の栄養管理」に

ついて、北部農業共済組合西臼杵センターの桐木獣医師から「発
情発見から始める繁殖診断」について説明がありました。

約２時間半の研修でしたが、印象的な写真やクイズなどを交え
ながらの研修で、聴講された皆さんからは「今後の経営の参考に
なる」といった意見が多く聞かれ、盛況な研修会となりました。

【農業土木】県営水ヶ崎地区について紹介します！

高千穂町中心部から南西約5kmに位置する水ヶ崎地区では、
先人達が山腹に築いた用水路が形成されており、農業用水とし
て重要な役割を担う施設となっています。

本地区の用水路は明治4年に完成し、開田を進め、約20ha
の受益地を潤していますが、現地は急峻な地形で落石や斜面の
崩壊等が多く、また、用水路の老朽化による漏水など維持管理
にかなりの労力を要しており、高齢化の進む本地区では深刻な
状況となっています。

そこで、県営ため池等整備事業（土砂崩壊）により用水路の
改修を行うとともに、用水路蓋を設置することで、土砂崩壊等
の対策を進めています。工事の施工に当たっては、現場条件が
非常に厳しいことから、苦労が伴う場面もありますが、完成後
には地元より「土砂上げ等の維持管理が楽になった」などの声
をいただいています。

これからも土砂崩壊等の災害を未然に防止し、安定した農業
経営を図るためにも早急な整備を行うこととしています。

農業経営指導士との研修会を開催

９月２５日（月）に、西臼杵支庁会議室において西臼杵地
区農業経営指導士会研修会を開催しました。

農業経営指導士は、地域農業の振興に関することや青年農
業者・担い手の育成等を支援してもらう目的で県が委嘱して
おり、当地域では８名の指導士の方が活躍されています。

研修会では「西臼杵地域農業の担い手の現状」や「ひむか
ＧＡＰの取組み」について研修が行われ、その後の意見交換
では活発な意見や助言をいただきました。

今後とも、管内の主要な産業である農業や畜産業の発展に
向けて、西臼杵農業改良普及センターと農業経営指導士との
連携を図っていきます。

△日之影町のゆずチキ

△五ヶ瀬町のＳｗｅｅｔｓ

▽校内で行われた
優勝報告会△老朽化した用水路

△施工中の工事の様子

△研修会には管内から
多くの参加がありました！

△中山間地域の課題解決に向け
活発な意見が出されました



平成２９年度障がい者スポーツ教室と大会が開催！

１０月６日（金）に、高千穂町武道館で障がい者スポー
ツ教室が開かれました。

当日は西臼杵郡内から１３６名の方が参加され、宮崎県
障がい者スポーツ協会指導員の指導の下で、カローリング
やオーバルボール、ボッチャの３競技が行われました。

月末に開催される障がい者スポーツ大会に向けて、参加
された皆さんが一生懸命に汗を流していました。

「おためし林業ツアー」が行われました

１０月８日（日）に、五ヶ瀬町で「おためし林業体験ツアー」
が開催されました。このツアーは県が宮崎県治山林道協会に委託
し、林業や山村での暮らしの体験を通して、その良さを実感して
もらい、就業やＩターン等を考えてもらうきっかけに繋げるため
に開催されたものです。

当日は、県内外から２１名の参加があり、五ヶ瀬林産物流通セ
ンターや山林の現場で行われた作業体験のほか、センター内の木
材市場に出荷された木材の特徴やその流通等についての説明が行
われ、参加者からは、木材の特徴の違いや価格などについて、
様々な質問が出されていました。

那須総合林業の那須社長からは、植林の大変さや大切さなどに
ついて説明していただきました。参加者にとって、山村や林業に
ついて肌で感じる貴重な機会となりました。

【五ヶ瀬町】福祉まつりが行われました！

１０月１５日（日）に、五ヶ瀬町福祉まつりが行われました。
当日は、西臼杵地域障がい者自立支援協議会により、西臼杵郡内
の障がい福祉サービス事業所の紹介がありました。

事業所の仕事体験として、五ヶ瀬町桑野内にある就労継続支援
B型事業所日融工房の黒文字（クスノキ科の木で高級爪楊枝等に
使用される）の箸置き製作体験コーナーが設けられました。

体験コーナーには、３歳の子どもから大人までの約４０名の方
が訪れて、日融工房の利用者と交流を深めていました。

△大会に向けてスポーツ教室開講！

△遠くは神奈川県からの
参加がありました！

△箸置きを作る子供の参加者

１０月３０日（月）には、郡内９つの障がい者施
設から１０６人が参加して、平成２９年度の西臼杵
郡障がい者スポーツ大会が開催されました。

５０メートル徒競走や、カローリング、玉入れ、
風船リレーなどの７種目が行われ、参加者は日頃な
かなか関わる機会の少ない他の施設の入居者と交流
を深めることができ、会場では笑顔で競技に取組む
参加者らの姿がありました。△競技種目：じゃんけんピック

△じゃんけんピックに臨む参加者



岩戸地区のまちづくりワークショップ開催

１０月３日（火）に、「天岩戸地区まちづくり計画」の第４回ワー
クショップが天岩戸出張所で開催されました。

この計画は、天岩戸神社前の門前通りを魅力ある空間として再整備
することにより、天岩戸神社や天安河原などに訪れる観光客を呼び込
み、地元の活性化につなげようと高千穂町が中心となって進めていま
す。計画には、門前通りのほか、県道の緒方高千穂線や下野鹿狩戸線
の再整備や交流拠点施設の整備、まちなか景観計画策定等も含まれて
おり、高千穂町と県が協働で整備を進めていく予定です。

この日は、岩戸地区の住民４４名が参加し、門前通りの舗装や照明
のデザインなどについて４グループに分かれて議論し、最後に意見の
発表が行われました。今後も継続してワークショップを開催し、住民
の意見を取り入れながら計画に取り組んでいくこととしています。

【管内小学校】味覚の授業がありました

◎お問い合わせ先

宮崎県 西臼杵支庁 総務課 TEL 0982(72)2181 FAX 0982(72)3760

Facebookページ 「ウキウキ！好き好き！ニシウスキ！」更新中！

第１１回全国和牛能力共進会の祝賀会が開催！

１０月２３日（月）に田原小学校（高千穂町）で、２５日
（水）には宮水小学校（日之影町）で「味覚の授業」が開催さ
れました。「みやざきの食と農を考える県民会議」が主催する
もので、味覚が発達段階にある小学生を対象としています。

２３日は椎葉昌史講師（椎葉村）、２５日は岡田光講師（美
郷町）が教壇に立ち、授業が行われました。児童たちは五味
（旨味・酸味・甘味・苦味・塩味）の基礎知識を学んだ後、宮
崎産の野菜を使った調理実習として、夏野菜の煮込み料理であ
るラタトゥイユを作りました。同じ材料・手順でも、煮込みの
時間や塩こしょうの加減で味が大きく変わることを学びました。

参加した児童からは、「苦手な野菜もラタトゥイユで調理し
て食べるとおいしい！」「今後はうま味や塩味などを意識しな
がら食事を楽しみたい」といった感想がありました。

△集合写真（田原小学校）

△集合写真（宮水小学校）

△舗装材料の種類を確認

△ワークショップの様子

１０月２３日（月）に、高千穂町において「第１１回全国和
牛能力共進会祝賀会」が開催されました。

「第１１回全国和牛能力共進会」は９月７日～１１日に、宮
城県仙台市にて開催され、高千穂町の林秋廣さんが出品した
「ゆうぎり５」号が第２区（若雌の１）において優等賞６席を
獲得しました。祝賀会ではその功績を祝し、高千穂地区農協畜
産連絡協議会より感謝状が贈呈されました。

また、県の予選会（県代表牛決定検査）に出品し、惜しくも
県代表を逃した農家さんも多数出席し、今後の全共への出品及
び西臼杵地域の躍進を誓いました。 △感謝状が贈呈されました


